
川上貢 名誉教授インタビュー

Interview with Dr.Mitsugu Kawakami (Prof.Emeritus of Kyoto Univ.) 

（平成 15年9月30日、於キャンパスプラザ京都・ニ階和室）

聞き手：高橋康夫、山岸常人、大崎純

登谷伸宏、岸泰子、尾山義高（建築史研究室・大学院生）

記録 ：細谷豪

1111京都大学建築学科入学の経緯

山岸： 建築史学会の戦後建築史学研究小委員会の報告 1によれ

ば、先生は昭和 21年に大阪理工科大学の応用化学から

移られて京都大学の建築学科に入学されたということで

すが、その経緯からお聞かせ下さい。

川上： 僕は都島工業学校で、兄が同じ都島の機械科、親父が建

築材料の商売をしていたので、その建築科に入っただけ I高橋：

なんです。都島は六年で、普通の工業学校より一年余分

に行けた（笑）。五、六年は専門教育でね。そういうこ 1川上：

とから建築に興味があって、将来も建築を、と思ってい

ましたが、戦争中の工業学校は上級学校への進学が制

限されて、上位の成績でないと受けられなかった。昭和

17年に五年九ヶ月で工業高校を卒業させられ、その翌

年、僕は高望みして三高を受けて失敗したんです。その

年にたまたま大阪理工科大学ができて、遊んでいたら困

るというわけで受けたのです。建築がないので、たまた

ま応用化学に入ったわけで、好みで行ったわけではない

んです。ですから普通の中学から高等学校へというまと

もなコースではないんです。高等学校も短縮で二年制に 1大崎：

なっていて、高等教育は一年くらいで、二年目はほとん I川上：

ど勤労動員で鋳物工場で釜焚きをやらされた（笑）。昭

和 20年も道作りをやったりして授業はほとんどなく、

あってもあまり面白くない化学の授業でした。敗戦で大

学に戻ったわけですが、戦後の混乱の時期で、高等学校

や大学の受験が可能になって京大を受けたわけです。理

工科大学に退学届を出して、もう背水の陣ですよ（笑）。

その頃は軍が解体したので、陸士や海兵の軍の学校を終

えた人や在学中の人に大学を開放したわけです。だから

受験生はほとんど軍服着た人ばっかりで（笑）。その時

は四月に試験で、入学式は五月十五日でした。まだ京都

も食糧難で、特に下宿にいる人は食料がないので、授業

が一月くらいあってすぐに休講で夏休みになりました。 I高橋：

旧制は三年制で、建築の定員は 20人でした。

（笑）。一年の授業には、家が焼け出されたので、大阪の

近鉄の瓢箪山の親戚の家から通っていました。奈良か

らの奈良電は買い出し列車でね、芋なんかをいっぱい背

負った人が乗っていて、満員でまともに座れなくて途中

で疲れてしまう。電車の窓ガラスもなかった（笑）。大

学の授業は割合早くて、村田（治郎）先生の日本建築史

なんて八時に始まって、きちんと出席もとる。朝一の電

車で五時半に出ないと間に合わない。だから、授業はさ

ぼって人のノートを写させてもらった（笑）。それから

西山（卯三）さんの授業は建築材料でしたが、専門では

ないからいいかげんな授業でね(-同笑）。みんな食糧

難でやせてヘトヘ卜なっている時で、あまり授業もちゃ

んとやってもらえませんでした。

一回生の前期の授業は他に何がありましたか？最初から

専門教育だったわけですね？

横尾（義貫）さんの構造力学、他に森田（慶一）さんの

建築計画がありました。僕のクラスは、海兵の人が半分、

高等学校と工業専門学校を終えた人が半分で、工業専門

学校を出た人は一応、専門教育をやっているので一年の

専門は受けなくてもよかった。僕は工業学校だから普通

に授業を受けたけど、製図が免除になったのかな。一年

の時は植物園事務所の模写で、ちゃんとした図面をその

まま写すというやり方で図面の書き方を覚える。レタリ

ングもサンプルをもらって見て書く。前半はそういう簡

単なもので、設計までいかなかった。

製図はどなたが教えられていたのですか？

いろんな先生です。村田先生は様式のオーダーの課題を、

森田さんも西山さんと一緒に映画館か何かの課題を出し

ていました。西山さんは時々製図室にやって来てはけな

すばっかりで、みんな腹を立ててね（笑）。あの先生が

まともに授業をしてくれたのはやはりご自分の専門の住

宅問題や建築生産論で、三年生になってからでした。棚

橋（諒）先生の鉄骨構造の授業は休講が多くてね。たま

たま出てこられても。・・・・ちょろっと話されて「ちょっ

と一服します」と言っては煙草を吸って帰ってきて、ま

た・・・・・ちょろっと話して終わられる（笑）。です

からそんなにすることがなくて、何を習ったかわからな

い（笑）。

私は棚橋先生が倒れられた直後の学生で、一回も授業を

聴いた気がしないんです（笑）。

川上： 『鉄骨構造学』 2という分厚い本を読んでいたくらいで。

11111戦後の京大における建築教育

山岸： やはり設計に興味をお持ちだったのですかつ

川上： ええ。ただ、将来のことは入ってみないとわからない

それもノートを本にしたような内容で、あまり詳しいこ

とは書いてない。坂（静雄）先生の鉄筋コンクリート学

も割合分厚い本が出ていました、『鉄筋コンクリート構
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造学』3でしたか。坂先生は恐い先生と聞いてはいたけど、 章分を読まれてはそれを書き取らせて説明するといった

大人しくなられたのか、僕らにはやさしくてね。授業を 形でした。文学部の美学の講義も同様で、美術史の講義

さぼってピンポンをやっていると呼びに来られたしまし は近世絵画の襖絵の土居（次義）先生で、狩野派の画家

た（一同笑）。だから鉄筋コンクリートも肝心な専門の などの、中世から近世の筆者や作品についての話でした。

話よりも雑談みたいものが多かったように思います。ま 山岸： 他学部、他学科の講義は自主的に聴講されたのですか？

あ、僕はいいかげんな学生でした。 川上： それは美学・美術史として科目配当表のなかに入ってい

高橋： 坂先生は肖像画をみてもすごく勤勉そうですが。 ました。ですから文学部に聴きにいってちゃんと試験を

川上： 戦争中の若いときは恐かったらしい。僕のクラスは戦後 受ければ四単位くれました。

だったからいいかげんなやつらと思われたのかも（笑）。

ご本人も食糧難で畑を耕された時代でね。息子さんが亡 1111!建築史への興味

くなられたのか、そういうショックもあったのではない 山岸： 建築史の研究を、と思われたのはいつ頃ですか？

かと思います。 川上： やはり村田先生の講義、三年の特論の講義を聴くように

講義が面白かったのは村田先生です。ただ日本や西洋の なってからです。いや、その前の浅野（清）さんの講義

話はあまり面白くなく、二年から三年にかけての東洋建 が面白かった。

築と建築史特論という授業が面白かった。『建築文化の 山岸： 『建築史学』には浅野先生の講義とそれから大森（健二）

交流』 4という本は建築史特論のノートを基にしてまと 先生が同期で、よく一緒に歩かれたとありますが。

められたもので、中国やインドの建築文化の伝播の話で 川上： その頃、文学部考古学教室の梅原（末治）という大先生

す。シルクロードの話は面白く聴いていました。村田さ が法隆寺の調査委員をしておられた関係で、浅野さんを

んは、戦争中、支那建築の調査で、夏休みは中国にほと 呼んで学生に集中講義をされた。そこで法隆寺の修理の

んど行っておられた。昭和 18年には雲岡の石窟や居庸 話を細かく聴いたのが面白かった。大森さんの手引きも

闊 5等の調査がありました。しかし、そういう戦争中の あったかもしれませんね。休み中よくあちこちに見学に

反動が戦後にあるわけです。だから（戦後は）中国のこ 行ったりしていました。

ともできないということで、先生自身は中国建築のこと また、僕が大学に入った当時は夏休みに百貨店の古書展

はもう断念されたみたいです。それに代わるものとして に行って『建築雑誌』の昭和 11年頃から昭和 18年頃

『宝雲』汀こ法隆寺様式の源流みたいなものを中国の建築 までのバックナンバーをごそっと買って、暇にまかせて

から引っ張ってきていつの時代の様式かという論文を書 読んでいました。学会の大会論文集の抜刷で梗概を拾い

かれた。あれからはもう法隆寺の建築の様式でね。 読みして、歴史という面白い学間があるんだなと、それ

高橋： 一年では専門と別に一般教養、英語やドイツ語というも が関心の持ち始めというところもあります。それから法

のはありましたか？ 隆寺が焼けたのは僕が卒業した年の昭和 20年で、文化

川上： ないです。高等学校で終わっていることを前提としての 財の一つの転機の時期でしょうね。そんなことで歴史へ

専門なので、基礎になるのは数学だけで、週に二回ほど の関心はあったわけです。

の理学部の蟹谷（乗養）という先生の授業でした。あと

は午前に専門の講義、午後はほとんど製図でした。課題 圃村田研究室（村田先生とそのメンバー）

が頻繁に出るのでさぼっていられない。演習は他に構造 大崎： 三回生から今の修士課程になる感じですか？

力学や棚橋さんの鉄骨があったかな。 川上： 三回生の建築学演習で指導教官を決めて一年間で卒論を

高橋： まんべんなくいろんな科目を勉強されましたか？ まとめるわけです、秋くらいまではゼミをやってね。僕

川上： 何でも一応やっていました。建築設備の横山（尊雄）先 らの頃は村田先生が茶室に興味を持っておられて、龍光

生の講義はノートを取らせる主義で、自分でノートを 院の密庵、孤逢庵、それから玉林院の茶室の実測を建築

作ってそれを読んで筆記させる。細かなデータをいっぱ 学演習の課題に出された。メンバーは山田幸一さん、大

いね。冬の寒い最中に石炭ストーブでね、雪が降ったり 森さん、沢島邦雄さん（沢島英太郎の弟）で、玉林院は

するとものすごく手がかじかんで大変な思いをしまし 山田さん、龍光院は大森さんが実測に行って、僕も時々

た。そんなことだけしが覚えてない（笑）。 手伝ったりしていました。僕は何をやろうかと思ってい

大崎： 講義は先生が黒板に書いたものを写す形式ですか？ たんですが、あまりその時は茶室に興味がなかったんで

川上： きちっとした先生は自分でノートを作ってきて、ある一 す。その頃は、藤原義一さんが新制大学に移り替わるの
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に論文を書かないといけないということで、学位論文を

まとめられた頃で、戦争中は書院造関係の遺構の調査を

やっては学会発表されていました。あの頃はそういうこ

とが多くて野地（修左）さんもそうでした。そうして藤

原さんの『書院造の研究』 7という本が出たのを読んで

いたんです。その中で『蔭涼軒日録』の記事を使って方

丈の復原をやっておられた。それで『蔭涼軒日録』を図

書館で借りて読み始めたんです。それが面白くて、それ

をやりたい、茶室はやりたくないと村田先生に申し入れ

て、なんとか許してもらってやったんです（笑）。

高橋： 村田先生はすごく恐そうな先生という印象があるのでよ

＜申し出られたと思いますが・・・。

み前に国鉄の方に行ったのかな。

大学院では大森さんと私で、山田さんはあとから来まし

た。山田さんは鹿島建設に就職していて、今の西部講堂、

以前の武道場を映画館に改装した工事の時に硯場監督で

やって来たのかな。そのあと大学院に戻ってきたんです

よ。それからもう一人は兵庫県の人で、あまり頻を出さ

なかった人ですが、いつの間にか兵庫県の尼崎の工業高

校の先生になりました。旧制の大学院はほとんど上がい

なくて、僕らのクラスだけでした。大学院の部屋と机を

もらったんですが、藤井厚二先生が教授でおられたとき

の部屋が空いていてね。それが今の高橋さんの西隣の大

きな部屋です。僕一人だけいることが多かった（笑）。

川上： いや、あの先生は身内には厳しいんです。大学院に入っ I高橋： 20人の内、大学院に進学されたのは何人くらいですか？

て、ちょっとした原稿を見てもらいに行くのも、それは 1川上：

もうビクビクもので。原稿が真っ赤に訂正されて帰って

くる。よく見てくださいましたけどね。ただ、それ以外

の人には割合恐くなかったですよ。

高橋： 村田先生は卒論のテーマを出されていたわけですか？

川上： 毎年、指導教官別に卒論のテーマが出て選ぶようなシス

テムです。教授の先生は坂さん、森田さん、村田さん、

棚橋さんの四人、そして横尾さん、西山さん、横山さん

助教授。あとは非常勤の先生くらいで、今と違って指導

教官を選べるといってもそれだけしかおられないので、

選ぶ範囲は限られてきます。また、学生の間でもあまり

集中しないように調節していたんじゃないでしょうか。

細谷： 先生がテーマを選んだ時には、最初の設計への気持ちは

歴史をやっていく方に変わっていたのですか？

川上： いえ、やはり設計には関心がありました。卒業設計と卒

村田さんのところに僕と大森さんと尼崎に行った人、構

造に名古屋大学の松岡理さんで、 4人ぐらいです。松岡

君もアルバイトばっかりであまり出て来なかった（笑）。

彼は海兵出身で、横尾先生について、曲面板構造か何か、

坂先生の影響でやっていたのかな。あの頃はまともに大

学院に行っている人はいなくて、戦争中に兵隊に行った

りして、途中で復員して帰ってきて大学に籍だけ償いて

いるという人が多かった。神戸大学の向井（正也）さん

や奈良女子大の扇田（信）さん、工芸繊維大の建築設備

の石原（正雄）さんとか。向井さんや扇田さんは大分上

です。一時はぶらぶらしたりして助手になったりしてい

ましたね。その中で西山さんと『建築学研究』 8の戦後

の第一号を始めたわけです。西山さんが言い出して、向

井さんや扇田さんが主に編集をやっていました¥

業論文と両方しないといけないですしね。僕は図面を書~ 朧大学院の研究生活から講師へ

くのが好きだったんですが、あまり才能の方は。。・。 山岸： 大学院に残られて、もう住宅史の研究でやっていこうと

沢島君がデザインの方でクラスではよくできた方です。

そんな人もいるから僕は建築家としてやっていくほどの 川上：

自信はなかったです。あと、戦後すぐでしたから、就職

もそう多くなかったですね。建設省の試験で受かった

人でも建設省に行けずに大阪府や兵庫県に行っていまし

た。

111!'1大学院への進学

高橋： 先生は就職されずに特別研究生になられたんですね。

川上： 就職はあまり・・゜、僕はしたくなかったのかな(~同笑）。

大学院に行った方がいいかと思って、なんとなく入った

だけですよ。特別研究牛というのは戦争中の制度の名残

で、何か英オ教育みたいなところがあったんじゃないで

すか。だから卒業時の成績が多少影響したみたいです。

僕と沢島君だったかな。ただ沢島君は大学院一年の夏休

思われましたか？

いえ、初めは、藤原義一さんの関係で、『蔭涼軒日録』

の記事の中の禅宗の方丈の平面の復原をやっていて、「御

影の間」の間取りで、藤原さんの説と意見が異なったん

です。大学院に入っても、まだ専門を決めるというわけ

でなく、卒論の惰性みたいにそれを継続してやっていま

した。ただ方丈というものには関心がありましたね。ま

た、大森さんが大学院を途中でやめて京都府に入った関

係で、金地院の八窓の席や大報恩寺の修理の現場等によ

く行っていました。大徳寺の龍光院もたまたま大森さん

の茶室の実測の手伝いに行ったときに、龍光院の昭堂に

関する史料を住職が出してきてくれたんです。以荊、沢

島英太郎さんが龍光院の茶室を研究されたときに昭堂も

調査されて、重要文化財、むかしの国宝に指定された。
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指定の造立年代は寛永二十一年、江月宗玩という龍光院

の開山が亡くなった年に建ったという解釈でした。ただ

けを求めて行ったことも（笑）。赤松さんもはじめは府

庁（社寺課）の文化財の課長をしておられて、それで大

確かに寛永二十一年に昭堂はできているが、今のものと 1 学に戻って来られていたんです。

規模が違う。そこで普請帳に基づいて今の昭堂と比べて 高橋： 最初はあまり興味がなかった書院追や東山殿などの研究

みると慶安にもう一度建て直したらしいと。こうして昭

堂の史料、普請帳から建立年代が指定の年代と違うとい

を大著になるまでにやってみようと思われたのはどんな

きっかけですか？

うことがわかって、それを『建築史研究』 10に載せたわ 川上： 足利将軍邸の研究は東京文化財研究所におられた伊藤延

けです。それがきっかけで、昭堂という建物を研究して、 男さんが最初で、初代の尊氏の邸宅から義教の室町殿の

鎌倉へ円覚寺の舎利殿や建長寺の重文の昭堂の建物を見 研究あたりまでされていた。僕は必ずしも将軍邸をやる

に行ったりしました。昭堂とは要するに開山を祀るため

のお堂です。五山では中世にそれを造るのが普通だった

んですが、五山ではない大徳寺では、塔頭でも建物が貧

弱で、近世になってからひとつの流行として昭堂を受け

入れるわけです。沢庵等が江戸の帰りに鎌倉に寄って五

山の建物を見たのでしょう。数は少ないですが龍光院や

大慈院、芳春院に昭堂はあります。そうして初めは禅宗

の塔頭に関心をもって、『禅院の建築』 11を書きました。

これは割に好評で、東大の史料編纂所の禅宗専門の玉村

竹二という大先生が読んで、買ってくれてね。それと合

わせて書院造の床のことをやりました。神戸大学の野地

修左さんという大先生と関係があって、野地さんは学位

論文をまとめるのに東求堂の研究をされました。東求堂

に「西向の床」というのがあって、『蔭涼軒日録』に出

てくるその記事の解釈を、『建築史研究』 12でいわゆる

つもりではなく、方丈の研究からだんだん鎌倉時代の住

宅のことを調べだしたのです。それで伏見殿、持明院殿、

土御門東洞院殿や鎌倉時代の諸御所のことをやりだし

て、時代的に集めてまとめていかないと、と思ったわけ

です。村田さんの定年が昭和 33年で、それまでに学位

論文を、という制約もあった（笑）。昭和 28年 12月に

講師になってから 5年です。

その時分、教官は少なかった。若手では小堀（鐸二）さ

んが先任者で、講師になって部屋に同居させてもらいま

した。一階の一番西の部屋で、前田（敏男）さんがよく

遊びに来てはストーブを囲んで話していました。

朧建築史研究と設計教育

山岸： 私が一番悩んでいるのが、設計教育と建築史研究との絡

床の間論争を盛んにやりあっていました。床の間は板敷 I川上：

というのが野地さんの説です。

また、堀口捨巳さんは設計の第一人者ですが、戦争中は

『君台観左右帳記』の研究 13や茶室の研究をされていた。

『利休の茶室』 14などは戦争中に発表されました。

『君台観左右帳記』の研究や『画論』に発表された洛中

洛外図屏風の建築的研究 15を村田先生から教えてもらっ

て読んだのが面白かった。堀口さんは『君台観左右帳記』

と座敷飾の書の考証から始めて最終的には東山殿の復原

というところまでいくわけです。その時、関心は持ちま

したがそれほど詳しく調べるつもりはありませんでした

（笑）。あとからいろいろと参考になってくるんですね。

高橋： 古文書や古記録の見方は村田先生から何か教えられたの

みです。先生は設計の教育もされていたわけですよね？

講師の時は、講義を持たしてもらえないので、設計演習

の初歩の指導、様式演習くらいです（笑）。課題も村田

先生が考えを出されたものを手伝う程度で。村田先生の

方針は若いときはあまり授業は持たなくてもいいという

ことでした（笑）。だからほとんど自分のことばかりやっ

てました。村田先生から福山（敏男）先生に代わって西

洋建築史の講義を持たされたわけです。西洋建築なんて

僕は全然ノータッチだったわけで（笑）、ーから勉強を

始めてね。それまでに近畿大学の前身の大阪専門学校の

建築科に、大学を出た年、非常勤で日本と西洋の建築史、

村田先生と同じものを教えに行ったんです。西洋建築史

は、アメリカの建築史家、 F.キンブルの『西洋建築史』

17を参考にするよう村田先生に言われて、それを基にし

ました。その頃、ペリカンブックのペヴスナーの本 18等

はまだ一般に出回ってなくて、百貨店などで買えるよう

になるのは大分あとです。ペヴスナーの本は非常に参考

になりましたけどね。教室で西洋建築史の勉強ばかり

やっていたので、福山先生に「翻訳をやっているのか？」

と言われて（笑）。設計の課題を持たされるようになっ

たのもその頃からです。福山さんはそういう設計はやっ

ですか、それとも独学ですか？

川上： 村田先生は読み方なんて教えてくれませんでした。独学
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です。文学部に古文書学の講義があったので、初めは履

修届を出すんですが、行かないままのことが多かったで

す。東大史料編纂所の相田二郎先生の『日本の古文書』

16という本を手引きにしていました。時々わからない字

があって国史の大先生の赤松（俊秀）さんのところに助



ておられなかったのでね。

高橋： 東求堂とコーヒーショップの課題でしたね？あれはいつ

頃でしたか？

川上： そうです。別にみんなあてはないではなかったから（笑）。

割に自分で近代を選んでやる人が多かったです、石田（潤

一郎）君やあの辺の学年はみんなそうです。

川上： 初めの方で、東求堂の模写は様式建築の代わりです。あ I大崎： 今は設計をやろうと思ったら、四回生からやらないと間

とになって四回生あたりの大きな課題を担当しました

が、計画系の人たちが中心で、僕は本当に手伝いといっ 1高橋：

たところでした。歴史講座というのは、むかしと違って、

あまり設計と関係しているところは少ないですね。

大崎： 先生は卒業設計は担当されていたのですか？

に合わないとか？

そんなことはないと思うけどね。今の人の選び方は割と

早くに決めてしまって、他に道草する感覚があまりない

んだろうね、あんなにゼミ配属で必死になるというのは。

川上： 学生に合わせてやっていましたが、卒計をやる人が少な

かったので、卒論の指導はやっても、卒計の方は。・・。

11建築史研究室と設計活動

細谷： 歴代の建築史講座の天沼（俊一）先生や村田先生は設計

山岸： 今、僕が設計の指導をするときは、新しいものをつくる

といった経験が全くないので、やはり伝統的な建築を理 ！川上：

解させたり、保存と絡めて課題を出すわけですが、先生

の頃には伝統建築を設計の中で教えるという意識はお持

ちでしたか？

川上： 別にその頃、そういう意識はなかったですね。東求堂を

選んで様式演習の代わりにしようというくらいで、様式

という問題をあまり設計と結びつけることはなかったで

す。僕は学生の時に、森田先生の工芸論という講義の演

習のなかで電気スタンドの設計の課題が出たときに燈篭

の形をした霊気スタンドを設計しましたが（一同笑）。

山岸： 今、建築史の講座に来るかなりの学生や院生は設計志向

されていましたね、寺院の建築とか。

天沼先生はよく設計されていました。黒谷の金戒光明寺

や大阪の四天王寺の金堂・五重塔、それから高野山の根

本大塔もそうです。村田先生はご自宅くらいであまり設

計はやっておられないですね。山形にお寺がありました

か。大阪市大の白木（小三郎）さんの故郷か何かです。

それから山口県の防府天満宮。あれは僕が図面を書かさ

れたんです（一同笑）。大阪上本町の藤次寺も僕が図面

を書きました。それから嵯峨美大の学長をされていた佐

和（隆研）さんの伏見のお宅も村田さんがスケッチを描

いたものを僕がやったんです。大きな切妻の、三角の妻

を見せるようなデザインです。

で、建築史を志して研究室に来る学生は少ない。そうい I高橋： 結構されていますね（笑）。今で 3つか 4つありますよ。

う学生に対してどういう教育をしたらいいのかといつも 川上： 人の手伝いしたくらいのものでね。棚橋さんの東本願寺

悩むんですが、先生の頃はどうでしたか？ の会館の増築の図面を少しやりました。それで外国旅行

川上： こちらから学生に働きかけるということはほとんどやら の旅費を出してもらってね。

なかったです。「来るものは拒まず」というか（笑）。大

学院入試では計画系、特に設計意匠の、川崎（清）君や I Ill「保存」という思想

加藤（邦男）君のところに学生が集中しました。 山岸： 昭和 45年くらいから西山研が「京都計画」等で保存と

高橋： 設計には増田（友也）先生や加藤先生、上田（篤）先生、 いうことで活躍されましたが、建築史講座はあまり関わ

川崎先生と結構いましたが、どこもちょっと祖性が悪い、 りはなかったんですか？

自由に設計したいと思う連中が歴史研に入ってきました 川上： 全然関係ないです、講座が違うとね。そういうお呼びも

ね。そのうち一番有名なデザイナーが岸（和郎）君です。

修士からで、修論は土浦亀城か何かをやって。あの頃は

設計の優秀な人がたくさん来ましたが、研究プロバーと

いう人は少なかったです。

川上： 岸君は学士入学で、もとは電気の学生でしたね。

高橋： 昭和 40年代にしては珍しく、設計をしたいけど歴史も

やっておこうという風潮がありました。そう言えば高松

さんも歴史講座だったね（笑）。

川上： 高松君もそうですね（一同笑）。

山岸： 研究室の学生には特にテーマを与えずに自由にやってお

られたんですか。

なかったし（笑）。今と違ってそういう保存なんてこと

はあまり話題にならなかった。昭和 30年代は経済の高

度成長期で、建築史なんて影が薄くてもうかすんでい

た時代で、眼中にも置かれてなかった（笑）。中村泰人

さんは新入生歓迎会で「もう今は構造と環境工学の時代

だ」とか公言していた。西川（幸治）君とよく話をして

ね、建築史なんてものは潰されてしまうのではないか

と（笑）。そういう意味では逆で、保存なんて言ってい

たら張り飛ばされた時代ですよ(-同笑）。大学の中で

もどんどん明治の建物を壊していた時期です。僕が教授

になってからようやく歴史的建造物の保存委員会ができ
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て、病院や工学部のレンガ造の保存第一号ができて。横 結局、上の交渉で外観保存というのが決まったんです。

尾さんが熱心でした。文化庁で明治建築の保存を言い出 あれから外観保存ができるようになってきた。最近はよ

したのもあって村田先生は割合、明治建築に関心があっ く学会で保存の要望書も取り上げてくれるようになりま

て、熱心に保存のことを言っていました。京都国立博物 したが、あまり効果がないですね（笑）。

館の1日館は早く指定が出ましたが、そのあとはダメで河 高橋： 手続きとしては理事会決済でとてもきついんです。単独

原町や五条の教会はなくなってしまった。京大でも病院 では駄目で、必ず支部と歴史意匠小委員会と合わせるの

の古い建物はいつの間にかなくなった。医学部でも基礎 で、結構手間がかかって間に合わなくなる。建築史学会

医学、解剖学くらいで、生理学も法医学も潰れたしね。 が機能的にカバーしているんですが。成功率は 25%< 
それから物理と化学の実験所のレンガ造の教室があり らいで、高いと思うんですが。

ましたが、物理が学生部の関係で残っただけです。工学

部では機械の一号館が僕の学生時代には残っていました 國建築学教室所蔵の史料の保存と公開

が壊しましたし、機械の工場も旧三高時代に機械科がで 高橋： 講義室は今の本館の西の方でしたか？

きたときの建物なので残しておけば良かったですね。た 川上： 建築の講義室は、旧館の東西に二つあって、以前の増田

だ肝心の先生方が古いのはあかんといって全然評価しな 先生の部屋が講義室でした。ところで、桂へのキャンパ

い。部外者が何を言うという感じでね。あの時分は工学 ス移転に伴って、会議室の肖像画や図書室のものはどう

部の拡張時代で、建築も第二学科ができて学生が増えて なるんですか？

ね。新しい建物をどんどん建てるのにみんなもう夢中で 高橋： 学部用の本は吉田に置いて、原則としては全部桂へ持っ

したから。古いものを潰さないと建てられないから、そ ていきます（笑）。先生、ちょっと不便になりますよ。

れを残せなんて言い出せるような雰囲気ではなかった。 川上： 標本や地下室にある古瓦は？あの拓本は福山先生の時に

あの時に残しておけばよかったと思うけど（笑）。そう 山本栄吾さんに取らせたんですよ。カードになっていて

いう力もなかったから（笑）。言えるようになるのは昭 写真も貼ってあって本物を見なくてもわかるようになっ

和49年以降くらいじゃないですか。 ていた。あるはずですよ。

大崎： 今は外観だけ残して中を変えることができますから、む 山岸： 瓦は今、文学部の考古学教室が調べてくれています。

かしとは大分違いますよね。電気の建物も飢だけですね。 川上： 二階、講義室の上の西側に標本室というのがあってね。

川上： 電気の建物も委員会では初めは全部保存にしていたんで その東側は図書室の閲覧室、南側は書庫だったんです。

す。それがだんだん手狭になって古いレンガ造では仕事 僕のいた部屋もやはり標本室だったので、部屋に入ると

ができないなんて言う教官がいて。それで電気の先生と きに瓦と建築材料の見本が陳列ケースに入っていたもの

話し合って、やっと前だけ残すという形で落ち着いたん を全部外へ出したわけです。

です。あれは川崎さんの設計でしょう。 山岸： 材料見本は今、新館四階の廊下の北側においてあります。

高橋： やはり委員会の組熾が認められて学内全部を調べた調査 川上： あれは巽（和夫）さんがあの部屋をカードの分類室に使

がきっかけですか？ うと言って外に出したわけです。その前に僕は南側の部

川上： そうです。横尾さんは学内でこの人がいればという感じ 屋のものを外へ出したわけです。法界寺の阿弥陀堂など

の人でね、遺跡の発掘調査、廃棄物の処理施設と、なん の模型がほとんどでした。

でも屋です。要するに人の嫌がることを引き受けてやっ 高橋： ケース入りのものはほとんど戦前の標本ですか？

た。歴史的建造物もそういうところがあった。時代もだ 川上： そうです。事務室に購入したときの台帳があります。

んだんそういう方向に向かいつつあったからかもしれな 山岸： それは今僕が持っています（笑）。だいたい大正に納入

いですね。中京の郵便局の改築の話 19が出てきて、三 されていて、納入業者とか全部書いてあります。

条通りの保存運動をやったんです。それから京都市の近 川上： 他には石膏模型とレリーフの大きな板があります。あれ

代建築のリストを作ったりしてね。全国的にも割合早い も全部教室か始まるときに買われたものだと思います。

ほうで、その後、東大の村松（貞次郎）さんが建築学会 山岸： 壁に今掛けてありますが、使い方に困っていて..・（笑）。

でお金を集めて全国リストを作られて 20盛んになってき 高橋： 新しいところはそういう設備や空間がないですね。

た。ですから中京郵便局の保存問題というのは割合大き 川上： どこかの壁に掛けたらいいよ（笑）。ああいう標本とい

かったですね。あれは学会の歴史意匠委員会に取り上げ うのは、本当に邪魔になるわけで・。。。入学したとき

てもらって、何回も郵政の設計の人に来てもらってね。 に中をさっと一度だけ見せてもらえたきりで、鍵を掛け
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て全然見せてくれない。だから邪魔者扱いになっていて

全部放り出してあるわけですかね。あそこに天沼先生が

朝鮮に行かれた時に取られた拓本の軸がありました。今 I山岸：
四書室に入っているのかな。以前は、今の計算機センタ

や新館の図書室のあたりに石油化学の二階建ての実験エ

場みたいなものがあったんです。そこが空いていた時に

標本類を入れていた時期がありました。 1川上：

高橋： その時に法界寺の模型を建築の玄関に置いたんですね。

他の、本館の二階や廊下、一階の半円形になっているロ

ビーのところに置いてあるのも・・・。

川上： 前から鉄骨ラーメンの教材のようなものや民家の模型等

がありました。あれはそのまま僕の学生時代から変わり

なく、廊下は展示室によく使っていて、卒業設計の代表

建築博物館を作ってきちんと保管しようとしていますか

ら。社会的貢献の一つの在り方だと思います。

古瓦やコンドルさんの図面などは割にすぐ評価はわかる

のですが。例の石膏や材料模型などは（笑）。もちろん

意識的に展示すれば、非常に貴重なまとまった史料なん

ですが。ただ置くにしてもどうしたらいいのか（笑）。

誰かに評価してもらったらどうですか。あのレリーフも

貴重なものと思います。模型も、どこかの銀行か証券会

社かの模型は、その会社の古い建物がなくなってしまっ

て、模型しかないというので寄贈してね。帝国ホテルの

模型は、犬山の明治村へ貸し出したことがあって、移動

するときにちょっと壊れたかで、大分修理してもらった

とか（笑）。あれも現物はもうないから貴重なものです。

的なものを額に入れて掲げたりしていました。 高橋： 法界寺の模型は桂に持っていく時に入口に入らないとい

高橋： 展示施設として使っているという意味ではすごく古い。 う話があって（笑）。ただこれ幸いに吉田に置いておけ

川上： 今の文学部陳列館が総合博物館になったでしょう。あそ けばいいという問題でもなくて、置く場所もまたない。

こには工学系のものは入ってないんですか？古瓦などは 山岸： 法界寺の模型は、学生に講義の途中に行かせて平面図を

移管してもいいんじゃないのかな？

高橋： 文化史・自然史・美術史が入っているんですが、スペー

取らせる練習で使っているので。あれは唯一使っている

例で（笑）。積極的に展示して見てもらう仕組みがないと、

スも所蔵品もほぼゼロです。そこで、土木と建築の持っ むしろ邪魔者扱いされてしまいますね。

ているものを博物館、事務局あたりはバカルティークラ

ブと称していますが、京都大学技術史交流館という名で、 璽建築史研究室歴代教官の研究資料

全学共同利用施設として見せられるようになればと思っ I川上：

ています。建築の本館は全学の保存建物になっていて、

建築が理科系の、上木の赤レンガが文系としてね。土木

の先生方に協力してもらって、辻（文三）先生（工学研

究科長）のところで、工学研究科の技術史料保存調査委

員会というのを作ってやっているんです。 高橋：

川上： 建築の貴重書にもいいものがありますね？ヨーロッパ、 大崎：

中国関係のものでも。建築の書庫は活用できないの？

高橋： あれは桂に持っていっても全然値打ちがなくて、吉田に 1川上：

ある方がいい。ただ建築の新館は来年か再来年に耐震改

修をやって引き渡しなんです。

山岸： 学内の文学部や他の学部の人たちも使いますしね（笑）。

川上： そうなると図書室に持ち込んでいる写真やマイクロフィ

ルムはきちんと残してもらえるのかな？天沼さんの書か

れた図面などはコンドルさんの図面の様に一度ちゃんと

そろえておいて欲しい。

高橋： コンドルさんの図面などのちゃんとした管理下におかれ

ているものは大丈夫です。ただ、もう少し額装を作ると

かね。学生にも見せられないものがほとんどですね。

川上： 国の重要文化財という形でもっていけないのかな。

大崎： 独立行政法人になると財産として利用した方が・・・。

高橋： いずれそういったことになって来ると思います。学会も

居庸間の大きな拓本は？あれは村田先生が定年で辞めら

れた時に、附属図書館の、今は閲覧室になっているとこ

ろで展示したことがあります。あれは貴重なものと思う

けどね。吹田の民族学博物館にその拓本の一部を展示し

てあります。

図書室にありますね。

公開して説明しないといけませんが、説明できる人がい

なくなってきているんですね。

大判のカメラで撮った居庸閻の写真類も拓本と一緒にあ

るはずですよ。教官の研究資料はまともに残されていな

い感じですね。天沼先生の分も村田先生が引き継がれて

ね。会議室の東側の部屋、つまり村田先生の部屋の半分

は天沼先生の持ち物でした。そうして天沼先生が撮られ

た写真のアルバムも僕のところに引き取ったんです。写

真のガラス乾版もたくさんありました。西洋建築史の講

義で学生に配るために、フレッチャーを全部ガラス乾版

にとって、それをコロタイプで印刷していたわけです。

僕が学生の時には増田先生からもらっていました。以前

は写真のアトリエがあって、そこでジャイアンツという

あだ名の写真屋さん（武田清吾）が専門にやっていまし

た。そこが遊んでいたのを増田さんが自分の設計のアト

リエに使ったんですね。その時にガラス乾版を全部引き
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取ったんです。朝鮮の古建築の写真の乾版とフィルムも 5. 『居庸間過街塔基調査個報告書』（蒙古文化研究所、 194312)、

ケースに入ってあるはずです。あれは朝鮮の人が来て 村田治郎・藤枝晃共編『居庸闊II』（京都大学工学部、 1955.3)が

焼き付けを作って欲しいと言われて何回か作りました。 ある。

フィルムは、天沼先生が亡くなられて持ち物を出した時 6. 村田治郎「支那建築史より見たる法隆寺系建築様式の年代」（『宝

に村田先生が教室の方で天沼家から買われたか何かで、 雲』三六 1946.4) 

図書室で管理しているんです。 7. 藤原義一『書院造の研究』（高桐書院、 1946)

高橋： 当時としては手間と費用がかかっていたんですね。 8. 京都大学建築学教室が 1927年 5月に創刊。一時中断、 1946年

川上： 天沼先生が文学部の『史林』に連載していた「日本古 8月に再刊するも 1950年に終了。

建築研究の栞」をまとめた『日本建築様式の研究』 27 と 9. 「新建築学研究 TRAVERSE」voL.1(200.6)の横尾名誉教授の

いう本があります。あの先生は細部ばっかりでね、基礎 インタビューにも同内容について掲載。

から始まってディテールを全部自分で書かれて。それを 10川上貢「竜光院の昭堂 ー創建時の形式と前身建物について」

また建築の学生に配るわけで、在任中はずっとその図面 （『建築史研究』 no.13 1953.10) 

ばっかり書いていたんじゃないかな。そのケント紙に墨 11, 川上貢『禅院の建築』（河原書店、 1968)

入れされた原図が残っていて、それを本の図版に使って 12. 野地修左「東求堂床間考」（『建築史研究』 no.4 1951.3) 

図書室の書庫に移管したはずなので探したらあるはずで 13. 堀口捨巳「君台観左右記の建築的研究 ー室町時代の書院およ

す（笑）。あれは貴重なものですよ。他には大学の施設 び茶室考」（『美術研究』第一二二号～ーニ六号 1942.2-9) 

部の持っている図面を全部コピーしました。僕らの頃は 14. 堀口捨巳『利休の茶室』（岩波書店、 1949)

原図を借り出して青焼きを作ったりしていました。 15. 堀口捨巳「洛中洛外図屏風の建築的研究 ー室町時代の住宅考」

（『画論』第十八号 1943.2)、のちに堀口捨巳『書院造りと数寄屋

1111これからの建築学科、大学について 造りの研究』鹿島出版、 1978.12)に再録。

山岸： 今の建築学科に対する注文、学生や教官に対するサジェ

スションがありましたらお聞かせ願いたいのですが。

16. 相田二郎『日本の古文書』上。下（岩波書店、 1949-54)

1 7.Fiske Kimball and George Harold Edgell "A history of 

川」： 辞めてからもう 15年も経ったらわかりませんよ。特に architecture" (Harper & Brothers , 1918) 

内部の講座が大きく分かれたりして、全然見当がつかな 18.Nicolaus Pevsner "An Outline of European Architecture" 

い編成で（笑）。とにかく今の大学は大変だと思います。 (Penguin Books、1957)

特に独立行政法人になったらね。文部大臣の主導権が強 19. 日本建築学会近畿支部『京都・中京郵便局庁舎調査書 一三条

くて学長の任命権もあるんでしょう？外から見ていると 通東洞院ー』 (1974.2)

何かよくわからないですね。 20. 日本建築学会編『日本近代建築総覧：各地に遺る明治大正昭和

山岸： 中にいてもよくわかりませんが．．．（一同笑）。 の建物』（技報堂出版、 1980.3)

川上： 特に学部の学生がかわいそうで、大学院が中心となって 21. 天沼俊一『日本建築様式の研究』（思文閣、 1975)

しまって、もう放ったらかしでね。

高橋： 学部の学生がちょっと何か聞きたいと思っても教官は桂

にいるわけですからね。

川上： なんか学部の学生は切り捨てですね（笑）。

山岸： 一番鋭いところをご指摘頂いて・・・（笑）。どうも長時間、
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今日は本当にありがとうございました。（終）
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